
教育委員会（ １１月 ）会議録（要点筆記） 

招 集 年 月 日  令和 ５年１１月２８日（火） 

招 集 の 場 所  白馬南小学校 ランチルーム 

開閉会の日時 

及 び 宣 言 

開 会 令和 ５年１１月２８日（火）午後 ３時４８分 

閉 会 令和 ５年１１月２８日（火）午後 ４時４５分 

出 席 委 員 

職 名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名 

教 育 長  横 川 秀 明 教育長職務代理者 幅 下  守 委 員 武 田 弥 生 

委 員 服 部 知 子     

事 務 局 

教 育 次 長 横 川 辰 彦 生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ課長 松 澤 宏 和 子育て支援課長 内 山 明 子 

公 民 館 長 太 田 洋 一 教 育 係 長 今 井 志 保   

      

会議の要旨 

  

１ 開 会 

［教育長］ 

開会を宣言した。  

 

２ 令和５年１０月定例会の会議録について 

 ［教育長］ 

異議なく承認された。 

 

３ 報告 

 ○教育長報告 

11月 20日に南小で非違行為コンプライアンス研修を開いた。昨今の教員による不祥事について、各学校で

研修あるいは先生方に注意を喚起するため、まず南小で開催した。 

同日、スキークラブの団結会、表彰式が行われた。 

 

 ○教育次長報告 

インフルエンザが流行っており、小中学校で学級閉鎖、学校閉鎖になった。小学校は再開しているが、中学 2

年生は水曜日まで学級閉鎖である。 

白馬村の 4校の PTA連合会より要望書をいただいき、回答を作成中。 

小学校のスクールバスは 11 月 29 日から再開。冬は中学生も落倉、嶺方、野平、部活をやっていて下校時

に JRが走っていない神城方面について、JR代行の形で事業を拡充する予定である。 

30日に、学校運営協議会の全体研修として 3校の学校運営協議会委員を対象に研修会を開く。 

12月議会は、給食費や給食の食材の関係で、2名ほど一般質問の通告があった。 

 

○子育て支援課長報告 

保育園はインフルエンザでお休みする園児はあまりなく、保育士が何人か休んだが今は治っている。 

27日にサンライズキッズ保育園の内覧会があり、27名の方に見ていただいた。新しく明るく、素敵な園内にな

っている。大手なので色々システム化されており、見習うべきところがあった。12 月 1 日からお試し保育の後、

本格的開所になる。 

昨日、白馬村第三の居場所の B&G財団助成金の決定式典があり、財団の方 2名が来村した。 

 

○生涯学習スポーツ課長報告 

11 月 16 日にスキー選手育成会の総会を開催した。この育成会は、スキー産業の振興を図るためにスキー



選手の育成と国際的な人材の育成を目的にし、商工会長が会長を務めているもの。4年ぶりに対面での総会だ

った。 

11月 20日には、ウイング 21において、スキークラブの団結式と村のスポーツ功労賞の授与式を行った。今

まではスキーが主体だったが、最近はマウンテンバイク、スケートボードもあり、11 名の方がスポーツ功労賞を受

賞した。スキースポーツ育成振興奨励金、スキークラブ会長賞の授与も行い、多くの人が受賞した。 

 

○公民館長報告 

11月 3日から 5日まで文化祭を開催した。コロナ前の状態に完全に戻しての実施。多くの村民の方にお越し

いただいた。 

アーカイブサポーターが参加して、北小と南小学校で防災学習を行った。村民ホールで今月の 20日から 30

日まで震災アーカイブ展を開催している。 

 

〇学校の報告 

11月 20日の校長教頭園長合同会議の報告に基づき、教育係長が報告した。 

[委員] 

中学生で、LINE 上で誹謗中傷があるらしい。学校にも報告はしているようだが、教育委員会に報告はある

か？ 

[教育次長] 

LINEの話しは把握していなかった。明日にでも学校に行って確認する。 

 [教育長] 

現状をきちんと理解してないので、それを聞いた上で学校と連携していきたい。 

 

〇保育園の報告 

11月 20日の校長教頭園長合同会議の報告に基づき、子育て支援課長が報告した。 

 

４ 議 事    

〇承認第 23号 区域外就学について 

[教育次長] 

松本市に転出した中学生。年度途中であり、区域外申請を許可したものである。 

・全員賛成で承認された。 

 

〇承認第 24号 村立学校の臨時休業について 

[教育次長] 

インフルエンザで、白馬北小学校の 2年生が 11月 13日から 1学級が臨時休業。白馬南小学校の 5年生

が 11 月 20 日から 22 日まで、同じく南小の 1 年生が翌日 11 月 21 日から 22 日まで休業したが、その他の

学年でも広がりを見せたので、11 月 22 日は学校全体を休みにして、計画休業と合わせて 5 日間の経過を見

た。記念式典を控えていたので大事をとって休んだ。中学は 2年生が 27日から 29日まで専決で休業とした。

小学校は大体収まってきているようである。 

・全員賛成で承認された。 

 

〇議案第 64号 特別支援教育就学奨励費および就学援助費の支給単価の一部改正について 

[教育次長] 

特別支援学級に入っている子どもに対する奨励費と家計の所得等が厳しく就学の援助をするものの単価に

ついては、教育委員会の内規で定めるようになっている。国庫補助等の単価の改正等があったので単価を見直

したい。 

特支の奨励費は、最低生活費の 2.5倍未満の世帯で新入学用品について国で改正があった。2万 8990円

が、3万 490円になったので、それに合わせて改正したいというもの。 



白馬村が支給するのは準要保護世帯で、要保護世帯に準ずるものは市町村で支給するようになっている。

要保護世帯の国の支給基準が、新入学用品 6万円が 6万 3000円に変わったので、国の支給基準に合わせ

て改正したい。 

・全員賛成で可決された。 

 

〇議案第 65号 通級指導教室への通級許可について 

[子育て支援課長] 

白馬南小学校 2 年生で、読み書きの指導を行う必要があるので、通級指導教室の利用が適切となり、家族

も同意して希望をしている。 

・全員賛成で可決された。 

 

〇議案第 66号 令和５年度白馬村一般会計補正予算（第５号）（教育予算）に対する意見について 

・教育次長、子育て支援課長、生涯学習スポーツ課長が、それぞれに主管課の補正予算について、資料に

基づき説明した（電気料、過年度還付金、子ども第三の居場所補助金の減額、オリンピック施設修繕費、スキ

ー選手育成強化費、グリーンスポーツ管理委託料等）。 

・全員賛成で可決された。 

 

５ その他    

・白馬村こども家庭センターの開設について 

[子育て支援課長] 

令和 6年 4月から、こども家庭センターを設置することが児童福祉法によって努力義務になった。子どもの虐

待や母子保健をやっている部署がそれぞれに問題をキャッチしていても、連携が難しく情報が生かされないの

で、一緒にやるよう国の指示があった。 

白馬村の場合は、子育て支援課の中に子育て包括支援センターがあり、虐待を対応している子ども家庭総

合支援拠点も既に子育て支援課の中に設置されているので、その上に、こども家庭センターという看板を１つ作

る形で、体制は特に変えずそのまま移行する。やる内容は特に変わりないが、統括支援員の人件費 1人分に補

助金を充てられるのがメリット。 

長野県下でも、大町市と伊那市以外は来年の 4月 1日から移行する。各市町村、体制が整ったところから、

やっていく。 

白馬村は令和元年からこの体制を作っており、実際、とても仕事をしやすい環境である。今後は、こども家庭

センター設置要綱の制定、白馬村子ども家庭総合支援拠点設置要綱の廃止等々を行って、来年の 4 月に開

設する。 

 

・社会教育関係行事について 

[公民館長] 

白馬村多文化共生講座を明日の午後行う。白馬村は移住者が多く観光客も多く、地域の状況や取り組みを

知って、参加者同士の意見交換を通じて、人権や多文化共生について学び考える講座。40 名ぐらい参加予

定。 

第 9回はつゆきコンサートを 12月 2日にウイング 21文化ホールで行う。北アルプス管内に関係のある 5組

が出演。 

こ～みんまま＆ぱぱのクリスマスパネルシアターを 12月 16日に開催する。主に未就学児、小学校の低学年

が参加している。 

 

・2023－2024シーズン児童生徒のリフト利用料金について 

[教育次長] 

今年度のシーズンも引き続き無料だが、一部変わったところがある。今週中に保護者に通知を発出する予定

だが、村も一部負担をし、実績に応じて索道事業者に負担金を支払うことになった。1人当たり 650円。実績に



応じて新年度予算を措置する予定。 

通知に網掛けの部分のところを追加した。スキー場利用は休日を想定しているので無料だからといって安易

に学校を休まないでくださいと書いた。索道事業者には、スノースポーツを楽しむとともに、村の基幹産業を見学

したり、環境問題など目的意識を持って遊んでほしいという希望があることも伝えたい。 

[教育長] 

索道協会との打ち合わせでこんな形になったが、小学校の校長からは、学校を休んで平日にスキーをやって

いる子どもについては、いかがなものかということもあり、この網掛けの部分を追加した。 

[委員] 

学校稼働日は使わないようにすることは難しいか。 

[教育次長] 

今シーズンの状況を見て、そうしていきたい。あまりにも目に余るようであれば、学校休みの日が基本で、平日

は個人負担にしたい。 

[教育長] 

索道業者でもそういうシステムが簡単にできればいいが難しいので、来年度以降の課題である。 

 

・教育長及び教育委員の異動報告書 

[教育次長] 

松川村と安曇野市の教育委員の異動報告が届いた。 

 

 ・１２月の日程について 

[教育次長] 

資料により説明。 

 

次回定例会日程案 

令和 5年 12月 20日（水）午後 4時から。 

 

 

 

 

 

署 名 欄 

教 育 長  

教  育  長 
職務代理者 

 

委  員  

委  員  

委  員  


